
制
度
整
備
の
概
要

⑴
背
景

　

近
年
、
情
報
通
信
技
術
の
飛
躍
的

な
発
展
な
ど
を
背
景
に
情
報
・
デ
ー

タ
の
利
活
用
（
注
１
）
が
社
会
的
に

進
展
し
、
一
般
事
業
会
社
や
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
事
業
者
を
中
心
に
、
従
来
は

存
在
し
な
か
っ
た
利
便
性
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う

し
た
動
き
は
、
利
用
者
利
便
の
向
上

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
の
観
点

か
ら
基
本
的
に
は
望
ま
し
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
情
報
・
デ
ー
タ
の
利

活
用
は
、
今
日
の
経
済
社
会
に
お
い

て
広
く
一
般
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
一
般
事
業
会
社
、
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
事
業
者
、
伝
統
的
な
金

融
機
関
の
い
ず
れ
の
主
体
で
あ
れ
、

そ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
自

然
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
業
務
範
囲
に
関

し
て
厳
格
な
制
限
（
業
務
範
囲
規

制
）
が
存
在
す
る
、
銀
行
そ
の
他
の

預
金
取
扱
い
金
融
機
関
、
第
一
種
金

融
商
品
取
引
業
者
・
投
資
運
用
業
者
、

保
険
会
社
の
本
体
や
そ
れ
ら
の
グ
ル

ー
プ
会
社
（
子
会
社
・
兄
弟
会
社
）

に
つ
い
て
も
、
現
行
の
業
務
範
囲
規

制
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
前
提

と
し
て
、
こ
う
し
た
社
会
全
体
の
変

化
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
環
境
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
（
注
２
）。

⑵
現
行
制
度

①
本
体

　

現
行
制
度
の
も
と
で
も
、
銀
行
そ

の
他
の
預
金
取
扱
い
金
融
機
関
、
第

一
種
金
融
商
品
取
引
業
者
・
投
資
運

用
業
者
、
保
険
会
社
の
本
体
は
、
そ

れ
ぞ
れ
自
身
の
業
務
に
活
用
す
る
た

め
、
情
報
の
取
得
、
保
管
・
分
析
を

銀
行
法
関
連

資
金
決
済
法
等
の
改
正
法
の
解
説
（
下
）

｢

情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
伴
う
金
融
取
引
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
の
資
金
決
済
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律｣
（
令
和
元
年
法
律
第
28
号
）
が
２
０
１
９
年
５
月
31
日
に
成
立
し
、

６
月
７
日
に
公
布
さ
れ
た
。
施
行
日
は
、「
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
社
会
的
な

進
展
を
踏
ま
え
た
制
度
整
備
（
銀
行
法
関
連
の
改
正
部
分
）
に
つ
い
て
解
説
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

金
融
庁　

企
画
市
場
局　

総
務
課　

信
用
制
度
参
事
官
室

荒
井
伴
介
／
本
間
晶
／
政
平
英
雄

野
口
雄
司
／
末
広
賢
司
／
小
宮
山
圭
介

行
っ
て
い
る
。
他
方
、
そ
れ
ら
の
金

融
機
関
が
、
自
身
以
外
（
第
三
者
）

の
業
務
に
活
用
す
る
た
め
に
情
報
の

取
得
、
保
管
・
分
析
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
仮
に
そ
れ
が
（
例
え
ば
、

地
域
の
一
般
事
業
会
社
の
経
営
改
善

支
援
を
通
じ
た
）
本
業
の
高
度
化

（
金
融
機
能
の
強
化
）
や
、（
い
わ

ゆ
る
「
情
報
銀
行
業
務
」
の
よ
う

に
）
利
用
者
利
便
の
向
上
に
資
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
業
務
範

囲
規
制
に
お
い
て
情
報
の
第
三
者
提

供
の
位
置
付
け
が
明
確
化
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

②
子
会
社
・
兄
弟
会
社

　

本
体
に
つ
い
て
業
務
範
囲
規
制
が

存
在
す
る
金
融
機
関
の
中
に
は
、
グ

ル
ー
プ
会
社
（
子
会
社
・
兄
弟
会

社
）
に
つ
い
て
も
業
務
範
囲
規
制
が
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存
在
す
る
も
の
が
あ
る
。

　

銀
行
そ
の
他
の
預
金
取
扱
い
金
融

機
関
の
一
部
、
第
一
種
金
融
商
品
取

引
業
者
・
投
資
運
用
業
者
は
、
現
行

制
度
の
も
と
で
も
、
情
報
・
デ
ー
タ

の
利
活
用
に
関
す
る
業
務
を
幅
広
く

行
う
会
社
を
子
会
社
と
す
る
こ
と
が

可
能
（
注
３
）
で
あ
る
。
他
方
、
保

険
会
社
は
、
銀
行
そ
の
他
の
預
金
取

扱
い
金
融
機
関
と
同
様
に
子
会
社
の

範
囲
に
関
し
て
厳
格
な
制
限
が
存
在

す
る
な
か
、
銀
行
業
高
度
化
等
会
社

に
相
当
す
る
会
社
を
子
会
社
と
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
保
険
会
社
に
限
っ
て
は
、

情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
関
す
る

業
務
を
幅
広
く
行
う
会
社
を
子
会
社

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

な
お
、
現
行
制
度
の
も
と
で
も
、

銀
行
そ
の
他
の
預
金
取
扱
い
金
融
機

関
の
一
部
、
第
一
種
金
融
商
品
取
引

業
者
・
投
資
運
用
業
者
、
保
険
会
社

は
、
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
関

す
る
業
務
を
幅
広
く
営
む
会
社
を
兄

弟
会
社
と
す
る
こ
と
が
可
能
（
注

４
）
で
あ
る
。

⑶
対
応

①
金
融
機
関
の
業
務
へ
の
「
保
有
情

報
の
第
三
者
提
供
業
務
」
の
追
加

　

銀
行
そ
の
他
の
預
金
取
扱
い
金
融

機
関
の
一
部
、
第
一
種
金
融
商
品
取

引
業
者
・
投
資
運
用
業
者
、
保
険
会

社
の
本
体
の
業
務
に
、
保
有
情
報
の

第
三
者
提
供
業
務
を
追
加
す
る
こ
と

と
し
た
。
そ
の
際
、
例
え
ば
銀
行
に

つ
い
て
は
、
そ
の
業
務
範
囲
規
制
・

他
業
禁
止
に
、
①
他
業
リ
ス
ク
の
排

除
、
②
利
益
相
反
取
引
の
防
止
、
③

優
越
的
地
位
の
濫
用
の
防
止
、
と
い

っ
た
趣
旨
が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
今
回
の
改
正
に
お
い
て
は
（
保

有
情
報
の
第
三
者
提
供
業
務
を
幅
広

く
本
体
に
認
め
る
の
で
は
な
く
）
銀

行
業
と
関
係
が
あ
る
範
囲
に
限
定
し

て
認
め
る
（
注
５
）
こ
と
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
保
有
情
報
を
第
三
者

に
提
供
す
る
業
務
の
う
ち
銀
行
業
の

高
度
化
ま
た
は
利
用
者
利
便
の
向
上

に
資
す
る
も
の
を
、
付
随
業
務
と
し

て
規
定
し
て
い
る
。
第
一
種
金
融
商

品
取
引
業
者
・
投
資
運
用
業
者
や
保

険
会
社
に
つ
い
て
も
、
同
じ
趣
旨
の

考
え
方
を
採
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
金
融
機
関
が
個
人
情
報
を

取
り
扱
う
に
あ
た
り
、
個
人
情
報
保

護
法
令
の
適
用
を
受
け
る
点
は
、
今

回
の
改
正
後
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　

一
般
に
、
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活

用
は
、（
情
報
の
）
取
得
、
保
管
・

分
析
、
業
務
へ
の
活
用
と
い
っ
た
プ

ロ
セ
ス
が
有
機
的
に
連
鎖
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
金
融
機
関
本
体
が
、

（
自
身
の
業
務
に
加
え
）
第
三
者
の

業
務
へ
の
活
用
の
た
め
に
情
報
の
取

得
、
保
管
・
分
析
を
行
う
こ
と
と
な

れ
ば
、
当
該
金
融
機
関
本
体
が
情
報

・
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
行
う
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
増
し
、
結
果
と
し
て
自

身
の
業
務
へ
の
活
用
も
一
層
促
進
さ

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

②
保
険
会
社
の
子
会
社
対
象
会
社
へ

の
「
保
険
業
高
度
化
等
会
社
」
の
追

加
等

　

保
険
会
社
の
子
会
社
対
象
会
社
に
、

銀
行
業
高
度
化
等
会
社
に
相
当
す
る

会
社
（
保
険
業
高
度
化
等
会
社
）
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

金
融
機
関
の
業
務
へ
の 

「
保
有
情
報
の
第
三
者
提
供
業
務
」

の
追
加

　

以
下
で
は
、
銀
行
法
を
例
に
解
説

を
行
う
。
な
お
、
金
融
商
品
取
引
法

や
保
険
業
法
等
（
注
６
）
に
お
い
て

も
、
こ
れ
に
相
当
す
る
改
正
を
行
っ

て
い
る
。

⑴
現
行
制
度

　

銀
行
が
営
む
こ
と
の
で
き
る
業
務

の
範
囲
は
、
銀
行
法
10
条
以
下
で
規

定
さ
れ
、
12
条
に
お
い
て
、
そ
れ
以

外
の
業
務
を
営
む
こ
と
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
10
条
１
項
に

規
定
さ
れ
て
い
る
業
務
は
、
銀
行
免

許
の
取
得
が
必
要
と
な
る
「
銀
行

業
」
に
該
当
す
る
業
務
で
あ
り
、
一

般
的
に
、
銀
行
の
固
有
業
務
と
称
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
10
条
２
項
に
お
い
て
、
銀

行
は
、
固
有
業
務
の
ほ
か
、「
次
に

掲
げ
る
業
務
そ
の
他
の
銀
行
業
に
付

随
す
る
業
務
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
」
と
定
め
て
い
る
。
銀
行
業
を
営

ん
で
い
く
う
え
で
、
例
え
ば
、
手
も

と
の
余
裕
資
金
の
運
用
な
ど
、
銀
行

業
に
関
連
す
る
業
務
を
あ
わ
せ
営
む

必
要
性
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ

れ
を
許
容
す
る
旨
を
定
め
る
規
定
で

あ
る
。

　

銀
行
の
付
随
業
務
は
、
①
質
的
に

固
有
業
務
と
の
関
連
性
ま
た
は
親
近

性
が
あ
る
こ
と
、
②
分
量
に
お
い
て

固
有
業
務
に
対
し
て
従
た
る
程
度
を

超
え
な
い
こ
と
、
が
必
要
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
③
付
随
業
務

の
範
囲
は
、
社
会
経
済
の
変
化
に
伴

っ
て
、
そ
の
要
求
さ
れ
る
機
能
に
応

じ
、
個
別
具
体
的
に
、
か
つ
柔
軟
に

考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
④
固
有
業
務
と
の

関
連
性
ま
た
は
親
近
性
は
、
各
時
代
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に
お
け
る
社
会
的
・
経
済
的
機
能

か
ら
見
て
、
一
般
通
念
の
う
え
で

当
然
に
行
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

る
、
と
い
う
程
度
の
も
の
で
十
分

と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
注
７
、
注

８
）。

⑵
今
回
の
改
正

　

本
改
正
は
、
銀
行
の
付
随
業
務

に
、「
顧
客
か
ら
取
得
し
た
当
該

顧
客
に
関
す
る
情
報
を
当
該
顧
客

の
同
意
を
得
て
第
三
者
に
提
供
す

る
業
務
そ
の
他
当
該
銀
行
の
保
有

す
る
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る

業
務
で
あ
つ
て
、
当
該
銀
行
の
営

む
銀
行
業
の
高
度
化
又
は
当
該
銀

行
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
に
資

す
る
も
の
」
を
加
え
る
も
の
で
あ

る
（
図
表
）。

⑶
留
意
点

①
他
の
法
律
の
規
定
す
る
「
業
」

と
の
関
係

　

他
の
法
律
に
お
い
て
、「
情
報

の
第
三
者
提
供
」
を
含
め
た
一
連

の
行
為
・
業
務
が
、
一
体
と
し
て

「
業
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
る
（
注
９
）。

　

改
正
の
趣
旨
に
も
鑑
み
れ
ば
、

金
融
機
関
が
行
お
う
と
す
る
保
有

情
報
の
第
三
者
提
供
業
務
の
う
ち
、

他
の
法
律
の
規
定
す
る
「
業
」
に

該
当
し
う
る
も
の
を
一
律
・
画
一
的

に
否
定
す
る
よ
う
な
制
度
運
用
は
適

切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一

方
で
、
他
業
禁
止
の
趣
旨
が
没
却
す

る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
制
度
運

用
が
行
わ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

②
固
有
業
務
や
既
存
の
付
随
業
務
に

従
属
し
て
行
わ
れ
る
情
報
の
提
供
と

の
関
係

　

金
融
機
関
は
、
従
来
、
固
有
業
務

や
既
存
の
付
随
業
務
を
営
む
に
あ
た

り
、
例
え
ば
次
の
と
お
り
、
保
有
す

る
情
報
を
顧
客
に
対
し
て
提
供
し
て

き
た
。

•
銀
行
が
、
融
資
業
務
を
営
む
に
あ

た
り
、
年
齢
層
別
の
融
資
実
績
や
返

済
実
績
に
関
し
て
保
有
し
て
い
る
情

報
を
、
個
人
顧
客
に
提
供
す
る
。

•
保
険
会
社
が
、
保
険
商
品
の
販
売

業
務
を
営
む
に
あ
た
り
、
年
齢
層
別

の
三
大
疾
病
の
罹
患
リ
ス
ク
や
罹
患

時
に
想
定
さ
れ
る
治
療
費
に
関
し
て

保
有
し
て
い
る
情
報
を
、
個
人
顧
客

に
提
供
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
情
報
提
供
は
、
あ
く

ま
で
も
、
固
有
業
務
や
既
存
の
付
随

業
務
に
従
属
し
て
行
わ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

自
体
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

〔図表〕 情報・データの利活用に関する一連のプロセスと保有情報の第三者提供業務の関係

（注） 　金融機関は、引き続き個人情報保護法令を遵守する必要。

以前から幅広く行うことが可能

金融機関自身の業務

利用者以外

金融に直接的には 
関連しない情報

情報の保管・分析

保有情報の 
第三者提供業務

【今回業務に追加】

金融機関自身が取り扱う 
商品・サービスの販売勧誘

リスク管理

投資・運用

情報を利用した業務情報の保管・分析
情報の取得

金融機関以外の 
第三者※の業務

※ •地域企業 
• 利用者向けサ
ービス提供企
業

　• 研究開発機関
 など

取得元 情報の類型

金融に直接的に 
関連する情報

顧客

利用者

いわゆる「情報銀行」業務
情報の取得／保管・分析と 

保有情報の第三者提供業務との組合せ
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資金決済法等の改正法の解説（下）

で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

今
回
の
改
正
後
に
お
い
て
は
、

•
金
融
機
関
が
従
来
行
っ
て
き
た
前

記
の
よ
う
な
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
固
有
業
務
や
既
存

の
付
随
業
務
（
に
従
属
す
る
も
の
）

で
あ
る
と
整
理
し
、

•
金
融
機
関
が
従
来
営
む
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
（
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
自
体
を
目
的
と
し
た
）
情
報
の
第

三
者
提
供
業
務
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
る
「
保
有

情
報
の
第
三
者
提
供
業
務
」
で
あ
る

と
整
理
す
る
、

こ
と
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

（
注
10
）。

③
「
当
該
顧
客
の
同
意
を
得
て
」
と

規
定
し
て
い
る
理
由

　

前
述
の
と
お
り
、
金
融
機
関
が
個

人
情
報
を
取
り
扱
う
に
あ
た
り
、
個

人
情
報
保
護
法
令
の
適
用
を
受
け
る

点
は
、
今
回
の
改
正
後
も
変
わ
る
こ

と
は
な
い
。
個
人
に
係
る
情
報
の
第

三
者
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
情

報
保
護
法
令
上
、
一
定
の
場
合
を
除

き
、
本
人
同
意
を
要
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
例
示
に
お
い
て

「
当
該
顧
客
の
同
意
を
得
て
」
と
規

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

④
「
業
務
で
あ
つ
て
、
当
該
銀
行
の

営
む
銀
行
業
の
高
度
化
又
は
当
該
銀

行
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す

る
も
の
」
と
規
定
し
て
い
る
理
由

　

保
有
情
報
の
第
三
者
提
供
業
務
に

は
多
種
多
様
な
も
の
が
想
定
さ
れ
、

銀
行
業
と
の
関
係
を
何
ら
見
い
だ
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
も
存
在
す
る

（
例
え
ば
、
音
楽
・
娯
楽
動
画
の
配

信
サ
イ
ト
の
運
営
）。
今
回
の
改
正

は
そ
う
し
た
も
の
を
認
め
る
も
の
で

は
な
い
た
め
、
銀
行
業
と
関
係
性
が

あ
る
も
の
に
限
定
す
る
目
的
で
規
定

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
銀
行
業
の
高
度
化
」
と

は
、
例
え
ば
、
銀
行
業
の
効
率
性
・

収
益
性
の
改
善
や
、
銀
行
業
に
係
る

リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化
を
、「
利
用

者
の
利
便
の
向
上
」
と
は
、
例
え
ば
、

利
用
者
の
経
済
活
動
の
質
が
向
上
す

る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
す
も
の
で

あ
る
。

⑤
「
顧
客
」
と
「
利
用
者
」
を
使
い

分
け
て
い
る
理
由

　

銀
行
法
等
に
お
い
て
、「
顧
客
」

と
い
う
用
語
は
、
現
に
取
引
関
係
を

有
す
る
者
、
す
で
に
金
融
機
関
と
の

間
で
取
引
を
前
提
と
し
た
接
触
関
係

に
あ
る
者
、
を
指
す
用
語
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
保

有
情
報
の
第
三
者
提
供
業
務
に
お
い

て
も
、
金
融
機
関
に
情
報
を
提
供
す

る
者
は
、
現
に
取
引
関
係
を
有
す
る

者
や
す
で
に
金
融
機
関
と
の
間
で
取

引
を
前
提
と
し
た
接
触
関
係
に
あ
る

者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
、
金
融
機
関
に
情
報
を
提
供
す
る

者
を
規
定
す
る
場
合
は
、「
顧
客
」

と
い
う
用
語
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
銀
行
法
に
お
い
て
、「
利

用
者
」
と
い
う
用
語
は
、「
顧
客
」

（
現
に
取
引
関
係
を
有
す
る
者
や
す

で
に
取
引
を
前
提
と
し
た
接
触
関
係

に
あ
る
者
）
に
加
え
、
将
来
的
に
取

引
を
行
う
可
能
性
の
あ
る
者
も
含
め

た
、
よ
り
幅
広
い
範
囲
を
指
す
用
語

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
の
点
、
今
回
の
改
正
は
、
金
融

機
関
が
保
有
情
報
の
第
三
者
提
供
業

務
を
営
む
こ
と
を
通
じ
た
利
用
者
利

便
の
向
上
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促

進
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
顧
客
」
に
加
え
、
将
来
的

に
取
引
を
行
う
可
能
性
の
あ
る
者
も

含
め
た
、
よ
り
幅
広
い
範
囲
の
利
便

性
の
向
上
に
資
す
る
業
務
を
可
能
と

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
た
め
、

「『
利
用
者
』
の
利
便
の
向
上
に
資

す
る
」
と
の
用
語
を
用
い
た
も
の
で

あ
る
。

保
険
会
社
の
子
会
社
対
象
会
社

へ
の「
保
険
業
高
度
化
等
会
社
」

の
追
加
等

⑴
現
行
制
度

　

保
険
会
社
が
保
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
子
会
社
は
、
保
険
会
社
（
本

体
）
の
他
業
禁
止
の
趣
旨
等
に
鑑
み
、

保
険
業
を
含
め
た
金
融
業
、
金
融
業

に
従
属
す
る
業
務
ま
た
は
金
融
業
に

付
随
・
関
連
す
る
業
務
を
行
う
会
社

等
（
子
会
社
対
象
会
社
）
に
限
定
さ

れ
て
い
る
（
保
険
業
法
１
０
６
条
１

項
）。
ま
た
、
保
険
会
社
が
子
会
社

対
象
会
社
を
子
会
社
と
す
る
場
合
に

は
、（
一
部
の
子
会
社
対
象
会
社
を

除
き
）
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
要

す
る
（
注
11
）
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

（
保
険
業
法
１
０
６
条
７
項
）。

　

な
お
、
保
険
会
社
ま
た
は
そ
の
子

会
社
が
合
算
し
て
、
子
会
社
対
象
会

社
以
外
の
会
社
の
議
決
権
を
、
基
準

議
決
権
数
（
10
％
）
を
超
え
て
取
得

ま
た
は
保
有
す
る
こ
と
は
、
原
則
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
い
わ
ゆ

る
「
10
％
ル
ー
ル
」）（
保
険
業
法
１

０
７
条
１
項
）。

⑵
今
回
の
改
正

　

２
０
１
６
年
の
銀
行
法
改
正
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
銀
行
業
高
度
化
等
会
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社
に
係
る
規
定
に
相
当
す
る
、
次
の

規
定
を
整
備
し
た
。

①
保
険
会
社
が
「
保
険
業
高
度
化
等

会
社
」
を
子
会
社
と
し
て
保
有
す
る

こ
と
を
認
め
る
（
改
正
保
険
業
法
１

０
６
条
１
項
13
号
の
２
）

②
保
険
会
社
ま
た
は
そ
の
子
会
社
が

合
算
し
て
、
保
険
業
高
度
化
等
会
社

の
議
決
権
を
、
基
準
議
決
権
数
を
超

え
て
取
得
し
、
ま
た
は
保
有
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、（
子
会
社
と
し
よ

う
と
す
る
に
は
至
ら
な
い
場
合
で
あ

っ
て
も
）
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を

要
す
る
こ
と
と
す
る
（
改
正
保
険
業

法
１
０
６
条
７
項
）

③
保
険
業
高
度
化
等
会
社
を
「
10
％

ル
ー
ル
」
の
適
用
除
外
と
す
る
（
改

正
保
険
業
法
１
０
７
条
１
項
）

⑶
留
意
点

①
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
要
す
る

こ
と
と
し
た
理
由

　

保
険
業
高
度
化
等
会
社
は
、
次
の

点
に
お
い
て
、
既
存
の
子
会
社
対
象

会
社
と
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
保
険

会
社
ま
た
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し

て
、
保
険
業
高
度
化
等
会
社
の
議
決

権
を
、
基
準
議
決
権
数
（
10
％
）
を

超
え
て
取
得
し
、
ま
た
は
保
有
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、（
子
会
社
と
し

よ
う
と
す
る
に
は
至
ら
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
）
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可

を
要
す
る
こ
と
と
し
た
。

ⅰ
他
業
の
要
素
を
含
む
業
務
を
営
む

会
社
も
想
定
さ
れ
る
こ
と

ⅱ
ど
の
よ
う
な
業
務
を
営
む
会
社
で

あ
れ
ば
、
保
険
業
高
度
化
等
会
社
に

含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
、
保
険
会
社

に
よ
る
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
議

決
権
の
取
得
・
保
有
を
認
め
る
か
は
、

個
別
具
体
的
な
事
案
ご
と
の
判
断
に

よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と

　

な
お
、
銀
行
法
に
お
い
て
も
、
銀

行
ま
た
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
、

銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
議
決
権
を
、

基
準
議
決
権
数
（
５
％
）
を
超
え
て

取
得
し
、
ま
た
は
保
有
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可

を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
銀

行
法
16
条
の
２
第
７
項
）。

②
子
会
社
対
象
会
社
が
業
態
転
換
に

よ
り
保
険
業
高
度
化
等
会
社
と
な
っ

た
場
合

　

前
記
①
の
認
可
に
係
る
規
定
の
潜

脱
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
保
険
会

社
ま
た
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て

そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
議
決

権
を
保
有
し
て
い
る
子
会
社
対
象
会

社
が
、
業
態
を
転
換
し
て
保
険
業
高

度
化
等
会
社
と
な
っ
た
場
合
（
注

12
）
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可

を
要
す
る
こ
と
と
し
た
（
改
正
保
険

業
法
１
０
６
条
10
項
）。

　

な
お
、
保
険
業
高
度
化
等
会
社
と

な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
か
ら
１

年
間
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を

受
け
る
こ
と
な
く
基
準
議
決
権
数
を

超
え
る
議
決
権
を
保
有
し
う
る
も
の

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
保
険
会
社

に
お
い
て
、（
当
該
保
険
会
社
の
子

会
社
で
あ
る
場
合
を
除
き
）
子
会
社

対
象
会
社
が
保
険
業
高
度
化
等
会
社

と
な
る
こ
と
を
事
前
に
把
握
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

に
鑑
み
、
一
定
の
猶
予
期
間
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
。

③
10
％
ル
ー
ル
と
の
関
係

　

保
険
会
社
が
保
険
業
高
度
化
等
会

社
を
子
会
社
と
し
て
保
有
す
る
こ
と

を
認
め
る
こ
と
に
伴
い
、
他
の
国
内

の
子
会
社
対
象
会
社
と
同
様
に
、
保

険
業
高
度
化
等
会
社
を
、
保
険
会
社

等
に
よ
る
議
決
権
の
取
得
等
の
制
限

（
い
わ
ゆ
る
「
10
％
ル
ー
ル
」）
の

適
用
除
外
と
し
た
。

（
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
係
る
部
分
は
筆

者
ら
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
所
属
組

織
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

（
注
） １　

こ
こ
で
は
、
①
顧
客
等
か
ら
情

報
・
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
②
そ
れ
を

保
管
・
分
析
し
、
③
自
身
の
業
務
に

活
用
し
た
り
、（
第
三
者
の
業
務
に

活
用
す
る
た
め
）
第
三
者
に
提
供
し

た
り
す
る
、
と
い
っ
た
一
連
の
行
為

・
業
務
の
こ
と
を
い
う
。

２　

金
融
審
議
会
金
融
制
度
ス
タ
デ

ィ
・
グ
ル
ー
プ
「
金
融
機
関
に
よ
る

情
報
の
利
活
用
に
係
る
制
度
整
備
に

つ
い
て
の
報
告
」（
２
０
１
９
年
１

月
16
日
）。

３　

銀
行
そ
の
他
の
預
金
取
扱
い
金

融
機
関
の
一
部
の
場
合
に
は
銀
行
業

高
度
化
等
会
社
の
枠
組
み
（
銀
行
法

16
条
の
２
第
１
項
12
号
の
３
）
な
ど

を
用
い
る
こ
と
で
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
者
・

投
資
運
用
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
も

そ
も
子
会
社
の
範
囲
に
関
す
る
制
限

が
存
在
し
な
い
。

４　

銀
行
そ
の
他
の
預
金
取
扱
い
金

融
機
関
の
一
部
の
場
合
に
は
銀
行
業

高
度
化
等
会
社
の
枠
組
み
（
銀
行
法

52
条
の
23
第
１
項
11
号
の
３
）
な
ど

を
用
い
る
こ
と
で
、
保
険
会
社
の
場

合
に
は
そ
の
持
株
会
社
が
内
閣
総
理

大
臣
の
承
認
を
受
け
る
（
保
険
業
法

２
７
１
条
の
22
第
１
項
・
３
項
）
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
者
・

投
資
運
用
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
も

そ
も
兄
弟
会
社
の
範
囲
に
関
す
る
制
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資金決済法等の改正法の解説（下）

限
が
存
在
し
な
い
。

５　

銀
行
業
と
の
関
係
を
何
ら
見
い

だ
す
こ
と
の
で
き
な
い
保
有
情
報
の

第
三
者
提
供
業
務
（
例
え
ば
、
音
楽

・
娯
楽
動
画
の
配
信
サ
イ
ト
の
運

営
）
は
認
め
ら
れ
な
い
。

６　

農
業
協
同
組
合
法
、
水
産
業
協

同
組
合
法
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
、
信
用
金
庫
法
、
長
期
信
用
銀
行

法
、
労
働
金
庫
法
、
農
林
中
央
金
庫

法
。

７　

池
田
唯
一
・
中
島
淳
一
監
修
、

佐
藤
則
夫
編
著
『
銀
行
法
』（
金
融

財
政
事
情
研
究
会
、
２
０
１
７
年
）。

８　

小
山
嘉
昭
著
『
銀
行
法
精
義
』

（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
２
０
１

８
年
）。

９　

例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

• 

い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
事

業
」：
電
気
通
信
設
備
を
用
い
て

他
人
の
通
信
を
媒
介
す
る
電
気
通

信
役
務
以
外
の
電
気
通
信
役
務
を

電
気
通
信
回
線
設
備
を
設
置
す
る

こ
と
な
く
提
供
す
る
電
気
通
信
事

業
（
電
気
通
信
事
業
法
１
６
４
条

１
項
３
号
）

• 

電
子
決
済
等
代
行
業
（
第
２

号
）：
銀
行
に
預
金
ま
た
は
定
期

積
金
等
の
口
座
を
開
設
し
て
い
る

預
金
者
等
の
委
託
を
受
け
て
、
電

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方

法
に
よ
り
、
当
該
銀
行
か
ら
当
該

口
座
に
係
る
情
報
を
取
得
し
、
こ

れ
を
当
該
預
金
者
等
に
提
供
す
る

こ
と
を
行
う
営
業
（
銀
行
法
２
条

17
項
２
号
）

10　

第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
者
・

投
資
運
用
業
者
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
付
随
業
務
と
し
て
「
有
価
証
券
に

関
連
す
る
情
報
の
提
供
」（
金
融
商

品
取
引
法
35
条
１
項
８
号
）
が
存
在

す
る
と
こ
ろ
、
今
回
追
加
す
る

「
号
」
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た

め
、
重
複
排
除
規
定
を
設
け
る
こ
と

と
し
て
い
る
（
改
正
金
融
商
品
取
引

法
35
条
１
項
16
号
）。

11　

保
険
会
社
の
た
め
の
業
務
を
営

む
従
属
業
務
子
会
社
、
保
険
業
に
付

随
・
関
連
す
る
業
務
を
も
っ
ぱ
ら
営

む
会
社
を
子
会
社
と
す
る
場
合
を
除

く
。
認
可
に
あ
た
っ
て
は
、
申
請
保

険
会
社
お
よ
び
そ
の
子
会
社
の
収
支

等
が
良
好
で
あ
る
か
、
保
険
会
社
が

子
会
社
の
健
全
か
つ
適
切
な
業
務
遂

行
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
を
審
査
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
（
保
険
業
法
施

行
規
則
58
条
２
項
）。

12　

保
険
業
高
度
化
等
会
社
以
外
の

子
会
社
対
象
会
社
に
つ
い
て
は
、
基

準
議
決
権
数
を
超
え
る
議
決
権
を
取

得
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
保
険
会

社
の
子
会
社
と
な
ら
な
い
限
り
、
認

可
は
不
要
で
あ
る
。

　

信
用
保
証
協
会
は
創
設
70
年
を
迎

え
、
そ
の
制
度
は
２
０
１
８
年
４
月

か
ら
新
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
利

用
す
る
金
融
機
関
が
レ
イ
ジ
ー
バ
ン

ク
化
し
な
い
よ
う
一
定
の
責
任
を
求

め
る
ほ
か
、
保
証
付
き
融
資
と
プ
ロ

パ
ー
融
資
を
組
み
合
わ
せ
る
協
調
融

資
や
保
証
協
会
の
期
中
管
理
・
経
営

支
援
を
強
化
し
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

で
あ
る
中
小
企
業
者
の
成
長
発
展
に

真
に
寄
与
す
る
た
め
の
制
度
改
革
で

あ
っ
た
。

　

編
著
者
は
、
こ
の
制
度
改
革
を
検

討
し
た
中
小
企
業
政
策
審
議
会
金
融

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
本
書
の
も
と
に
な
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
と
も
に
実
施
し
た

愛
知
県
信
用
保
証
協
会
と
長
期
に
わ

た
り
共
同
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
愛

知
県
信
用
保
証
協
会
は
全
国
３
位
の

規
模
で
あ
り
、
あ
る
意
味
、
対
象
と

し
て
は
適
切
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
信
用
保
証
制
度
の
う

ち
、
創
業
保
証
・
創
業
支
援
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
て
い
る
。
５
〜
８
章
は
創

業
者
の
準
備
状
況
・
金
融
環
境
、
保

証
協
会
を
含
む
各
種
支
援
機
関
へ
の

満
足
度
、
融
資
実
行
の
民
間
金
融
機

関
と
の
関
係
構
築
の
状
況
な
ど
を
分

析
し
、
信
用
保
証
利
用
企
業
に
対
す

る
民
間
金
融
機
関
か
ら
の
支
援
が
十

分
で
な
い
こ
と
な
ど
を
フ
ァ
ク
ト
フ

ァ
イ
ン
ド
し
て
い
る
。
民
間
金
融
機

関
の
創
業
支
援
融
資
は
保
証
付
き
が

多
い
の
で
、
こ
の
満
足
度
・
支
援
状

況
の
分
析
は
興
味
深
い
。
た
だ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
自
体
は
17
年
８
月
で
、

今
回
の
信
用
保
証
制
度
改
革
の
実
施

前
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
注
意
を
要
す

る
。
９
〜
13
章
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、

財
務
省
・
日
本
銀
行
・
地
域
銀
行
の

各
々
出
身
者
・
研
究
者
な
ど
か
ら
の

も
の
で
的
確
で
あ
る
。

　

本
書
の
テ
ー
マ
が
公
的
保
証
の
利

用
に
あ
る
の
で
、
や
や
望
蜀
だ
が
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
の
関

連
の
整
理
が
（
４
章
に
一
部
あ
る

が
）
も
う
少
し
あ
る
と
よ
い
。
保
証

付
き
創
業
融
資
は
運
転
資
金
中
心
で
、

設
備
資
金
は
フ
ァ
ン
ド
中
心
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
だ
ろ
う
。
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